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さいころを擲（な）げて、その 1 回だけの賽（さい）の目に、天が出るか地が出るかを賭（か）けることをいう。「乾坤」は天地のこと。「一擲

乾坤を賭（と）す」ともいい、運を天に任せて、のるかそるかの大勝負をすることをいい、中国、唐の韓愈（かんゆ）の「鴻溝（こうこう）を過

ぎるの詩」に、「誰（たれ）か君王に勧めて馬首を回（めぐ）らし、真成一擲乾坤を賭ける」などとある。（日本大百科全書より） 

ここまでの道のりを振り返ってみてください。 

多くの人にとって、“乾坤一擲”のセンター試験。緊張や不安もあるでしょうが、「自分はこれだけ頑張っ

て来たんだ！」とこれまでの努力に自信を持って試験に臨むことがなによりも大切です。 

試験直前は焦らず、自分が「頑張った！」と思えるような教科書やノートをパラパラとめくってみてくださ

い。自分の頑張りを信じて、健闘を祈っています！ 

12月 13日（金）のセンター試験説明会の資料などを参考にしながら、もう一度持ち物を確認しましょう。 

試験時間中の注意事項（大学入学センター試験 試験案内 p.46 より一部抜粋） 

①所持品の取り扱い                                                      

ア 受験票・写真票のほかに試験時間中、机の上に置けるものは、次のとおりです。 

・黒鉛筆（H,F,HBに限る。和歌・格言等が印刷されているものは不可。）、鉛筆キャップ 

・シャープペンシル（メモや計算に使用する場合のみ可、黒い芯に限る。） 

・プラスチック製の消しゴム           ・鉛筆削り（電動式、大型のもの、ナイフ等は不可。） 

・時計（辞書,電卓,端末等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタ

イマー・大型のものは不可。） 

・眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの。） 

イ 試験時間中に、次のものを使用してはいけません。 

・定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む。）、コンパス、電卓、そろばん、グラフ用紙等の補助具 

・携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書、ICレコーダー等の電子機器類 

②解答上の注意事項（抜粋）                                                 

ア 解答には、必ず黒鉛筆（H,F,HBに限る。）及びプラスチック製の消しゴムを使用してください、黒鉛筆以外のもの（シ

ャープペンシル等）を使用してマークした場合には、解答が読み取れないことがありますので、使用しないでください。 

イ 解答用紙に解答科目がマークされていない場合又は複数の科目にマークされている場合は、解答科目が特定

できないため、０点となります。 

ウ 受験番号が正しくマークされていない場合は、採点できないことがあります。 

※頭痛薬や下痢止めなど不安な人は薬も持参しておきましょう。休憩時間にすぐに食べられるチョコレートを持参す

るのもオススメです。また試験会場近くのコンビニでは昼食が売り切れになることもありますので、家の近くで購入しまし

ょう。 

 72 期進路だより   


